
令和 3年度 

全国公立小中学校事務職員研究会岡山支部（岡山県） 

第２回研修会 第１部 要項 

日 時：令和３年 12月 16日（木）1４：０0～ 

方 法：オンライン（Ｚｏｏｍ） 

ミーティングＩＤ：328 524 5740

ミーティングパスコード：943930

参加時の名前：市町村名 氏 名 

１ 開 会 

２ 研 修 

（１）全事研総会報告

報告者 全事研岡山支部長 

玉野市立宇野中学校 竹中 和美 事務副参事 

（２）行政説明

講 師 岡山県教育庁教職員課義務教育人事班 

主任 守安 諒平 氏 

（３）ＩＣＴ研修（Ｚｏｏｍ ブレイクアウトルーム体験）

３ 閉 会 

・Zoomに参加中は指示があるまでミュート状態にしてください。

・不具合等が生じた場合は Zoomのチャット機能、またはメールでご連絡ください。

メール送付先：kei_takashima@hayashima.gse.okayama-c.ed.jp（総務部長 髙嶋）

研修部アンケートにご協力をお願いします。 

Googleフォームにて作成していますので、12月 24日（金）までにご回答ください。 

https://forms.gle/6UVki4en7uNRywFB6 
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全事研定期総会報告及び情報提供 

◆ 第 53回全国大会（埼玉大会）･･･ 全事研 HPに要項等掲載済み

戦略領域『地域協働』 

大会テーマ「子どもの未来を創造する地域協働」 

 ―彩の国からハッシン（発信・発進）、令和の時代の地域協働－ 

令和４年１月 11日～２月 18日 開会式・文部科学省行政説明・全体研究会Ⅰ 

令和４年１月 14日～２月 18日 支部研究提案・全事研コーナー  

令和４年１月 27日～１月 28日 研究討議ライブ配信（2月 18日まで録画動画掲載） 

令和４年２月８日～２月 18日 全体研究会Ⅱ（シンポジウム）・愛媛大会 PR・閉会式 

◆ 第 54回全国大会（愛媛大会）･･･全事研 HPに大会 HPがリンクされています

戦略領域『ヒューマンリソース』

大会テーマ「次世代の学校づくりを推進するヒューマンリソース」

令和５年１月 26日（木）～27日（金）参加予定数を 1000人程度で計画

会場は愛媛県県民文化会館を主会場として計画しているが、オンラインでの開催も視野に

いれて準備を進めている

大会ホームページ  https://zenjiken-ehime2022.com/

★岡山支部（岡山県）も分科会を担当します。

◆ 第 55回全国大会（福井大会）

戦略領域『組織開発とリーダーシップ』

大会テーマ「地域とともにある学校をつくるリーダーシップと組織開発」

◆ 全事研セミナー･･･非参集型で開催予定（令和４年７月予定）

◆ 岡山市支部の発足について

令和 3年度定期総会（全事研本部）で規約の一部改正（令和３年８月 27日）

※別表１（規約第 6条） 中国地区の欄に 岡山市 が追加された

今後の手続き 

○中国地区協議会･･･規約の改正と役割分担（ローテーション）の変更

○岡山支部の規約改正手続き･･･（岡山県）を削除するとともに、必要事項の改正

◆ 岡山支部ＨＰ･･･リニューアルします。
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全国公立小中学校事務職員研究会岡山支部（岡山県） 第２回研修会 

令和３年１２月１６日（木）14：10～14：50 

岡山県教育庁教職員課 義務教育人事班 

主任 守安 諒平 

１ 県の動向について 

・第３次晴れの国おかやま生き活きプラン

・第３次岡山県教育振興基本計画

２ 学校事務の共同実施推進連絡会の実施報告から 

３ 新給与システムについて 

４ 業務改善について 

５ 不祥事の根絶について 
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全国公立小中学校事務職員研究会岡山支部
第２回研修会

行 政説 明

岡山県教育庁教職員課義務教育人事班

主任 守安 諒平

次第

１ 県の動向について

２ 学校事務の共同実施推進連絡会の実施報告から

３ 新給与システムについて

４ 業務改善について

５ 不祥事の根絶について

１ 県の動向について

第３次晴れの国おかやま生き活きプラン

県政において最上位に位置付けられる総合的
な計画。
令和３年度からの４年間で県が取り組む重点

戦略や施策が盛り込まれている。

〇重点戦略Ⅰ：教育県岡山の復活
〇重点戦略Ⅱ：地域を支える産業の振興
〇重点戦略Ⅲ：安心で豊かさが実感できる地域

の創造

１ 県の動向について（県教委）

第３次岡山県教育振興基本計画

「教育県岡山の復活」を重点戦略の第一に
位置づける第３次晴れの国おかやま生き活き
プランに基づき、岡山県教育大綱を踏まえ策
定したものであり、令和３年度からの４か年
の施策の方向や主な取組、目標とする指標等
を示している。

２ 学校事務の共同実施推進連絡会
の実施報告について

令和３年度 学校事務の共同実施推進連絡会

日 時：令和３年１０月１５日（金）１３：３０～１６：００

場 所：岡山県立図書館多目的ホール

出席者：市町村教育委員会担当者、各市総括事務長、町村の代表事務

長、事務参事、教育事務所、教職員課

内 容：新給与システム移行に合わせた学校での出入力事務について

各市町村の取組についての情報交換

協議「正確な事務処理ができる共同学校事務室を作るために

取り組むべきこととは」

業務内容・
執行方法の
定義づけ

法令準拠：経験任せの事務処
理になっている。
業務定義：学校と共同実施で
することの区別が不明確であ
る。

どこで（学校か共同実施か）何をどこま
でやるかが明確になっていない。
諸手当認定・月例報告等に至るまでの過
程が、詳細に定義されていない。

時間・場の確保

業務担当・
執行方法体制

責任感：共同実施に頼りすぎ
ている。
スキル：事例が少なく特殊な
事例に対応できない。研修を
実施してほしい。

時間：学校を空けにくい。日
程の確保が難しい。
場：個人情報等重要な情報を
扱うためのスペースが欲しい。

共同実施での点検を頼りにし、自分でや
りきる責任感が低い。根拠・文書に基づ
いた事務処理が不十分になる傾向がある。

ハード面を整備する必要がある。
共同実施に集まりやすくなるための校内
体制の整備が必要。
集合せずとも情報共有できる体制を構築
したい。

項目 課題として整理協議で出た意見

共同学校事務室での取組を進めていくための課題
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県教委、教育事務所
諸手当認定・月例報告等のプロセスの明確化と業務の定義づけ
→チェックリスト等の作成を通し、何をどこでどこまでやるかを明確に
育成すべきポイントの整理（学校で・共同学校事務室で）
研修の実施・充実
新給与システム導入後の既存業務の見直し

事務職員（共同学校事務室）
オンライン、校務支援システムの活用→集合せずとも情報共有を
自校の認定処理は自校で完結
根拠をもった事務処理の徹底→個人としての資質向上
共同学校事務室での育成→チームとして資質向上を促す
管理職に共同学校事務室の重要性を伝える（共同実施記録等の活用）

市町村教育委員会
ハード面の整備、ネットワークの整備
→事務処理を行い、個人情報を取扱うのに適した場の整備
ソフト面の整備＝意識の浸透
→管理職に重要性の理解を促す

課題への対応の方向性～それぞれが担うべき役割とは～

学校（管理職）
校内のハード面の整備
校務分掌上に「共同学校事務室」を位置づけることで、
校内での理解と協力体制の確立を図る
→事務職員のためだけではない、学校のための共同実施
事務職員の育成→所属職員として育成

３ 新給与システムについて

■県では令和４年７月から新給与システムを稼働予定。

→県教委・学校関係職員だけではなく、知事部局職員、県警職員、

知事、県議会議員までを対象とした全庁的なシステム移行。

■新システムでは、県と市町村立学校との間をオンラインでつな

ぐことができる環境となっている。

→市町村立学校現場からの給与支給報告、給与明細等出力

学校⇔教育事務所のやりとり
学校だけで

給与支給事務が完結

３ 新給与システムについて

■「新給与システム移行に伴う質問票」について

■一人の不安→事務職員の強み＝共同実施を生かす

そのために・・・

■業務改善、効率化できるところがないか、という視点

４ 業務改善について

自身の経験から・・・

H29～R1の３年間、教育庁財務課に勤務

困っていたこと・・・

システム入力

予算執行資料

内
容
確
認

学校

不
備
・
誤
り
発
覚

学
校
へ
修
正
指
示

システム修正
追給・戻入

資料修正
再提出

再
度
確
認

次
の
業
務
へ

学校財務課 財務課

４ 業務改善について

〇入力業務や予算資料作成にミスがあると、確認作業と再提出作

業とが発生し、お互いに業務増となってしまう・・・

◎ミスがなくなるような取組→お互いの業務改善に！

・よくあるミスを例に対処法を紹介 伝わりやすさを意識

・学校に任せていたが、こちらでやったほうが正確かつ速い業

務がないか？→あたりまえの見直し

・相談してきてもらいやすい雰囲気づくり

４ 業務改善について

〇小中学校事務職員にあてはめてみると・・・？

【例】服務関係帳簿をもとに考える

諸帳簿の
手入れ・申請

内
容
確
認

教職員

不
備
・
誤
り
発
覚

教
職
員
へ
修
正
指
示

再
度
確
認

月
例
報
告

旅
費
請
求

教職員
事務職員
共同実施

諸帳簿の
手入れ・申請

事務職員
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４ 業務改善について

〇誤りや記載漏れ→業務増につながる

共同実施での点検作業が圧迫＝他の業務にかける時間のロス

◎業務改善のために、何が必要だろう？

ヒント

・そもそもなぜ出勤簿に押印するの？

・困り感を共有している？誰と？

・個人ではなく学校共同事務室の力を活用できるか？

５ 不祥事の根絶について
■実際のニュースから

R3.4.28

「学校事務職員が保護者と教職員から集めた学年費など計約１３
５万円を着服していた。職員は着服を認め、「友人との飲食代や
借入金の返済に使った」などと話しているという。学校側は被害
届提出を検討しているという。」→後日、懲戒免職処分

R3.7.28

「小中学校で事務の仕事をしていた男性が、学校から544万円を
横領し、自宅のローンなどにあてたとして、懲戒免職処分とし
た。」

→PTA会費や積立金などから不正な出入金を繰り返す

おわりに

Ａ
市

共
同
学
校
事
務
室

共
同
学
校
事
務
室

共
同
学
校
事
務
室

共
同
学
校
事
務
室

総括事務長 総括事務長

Ｄ
市

共
同
学
校
事
務
室

共
同
学
校
事
務
室

共
同
学
校
事
務
室

共
同
学
校
事
務
室

Ｂ
村

共
同
学
校
事
務
室

代表
事務長

Ｃ
町

共
同
学
校
事
務
室

共
同
学
校
事
務
室

代表
事務長

事務参事

岡山県教育員会
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令和３年１２月１６日（木）14:00～16:05   第２回研修会【第１部】

※アプリ版での説明となります。また、Chromebookでは英語表記での操作になります。

①デスクトップ上のZoomアイコンをダブルクリックします。

②「ミーティングに参加」をクリックします。

③上段にミーティングID（半角）を入力します。

下段に名前（全角）を入力し、「参加」をクリックします。

 <Ｚｏｏｍの開始方法＞  

ミーティングＩＤ

328 524 5740

名前

市町村名 氏 名

※スペースは全角

【資料1】
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令和３年１２月１６日（木）14:00～16:05   第２回研修会【第１部】

④ミーティングパスコードを入力し、「ミーティングに参加する」をクリックします。

⑤「コンピューターでオーディオに参加」をクリックします。

ミーティングパスコード

943930
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令和３年１２月１６日（木）14:00～16:05   第２回研修会【第１部】

①画面右下の「退出」をクリックします。

②「ミーティングを退出」をクリックします。

不具合等が生じた場合は、メールまたはZoomのチャット機能で連絡してください。

メール送付先：kei_takashima＠hayashima.gse.okayama-c.ed.jp（総務部長　髙嶋）

<チャットの使用方法＞

 <Ｚｏｏｍの終了方法＞

自分の音声が配信される状態 自分の音声が配信されない状態

自分の映像が配信される状態 自分の映像が配信されない状態

※研修中は、指示があるまでミュート状態（右の状態）にしてください。

<ミュートのオン・オフ方法＞

 <ビデオのオン・オフ方法＞

クリックで切りかえ可能

クリックで切りかえ可能

退 出

クリックで右枠に表示

文書を入力後「Enterキー」を

押すと、選択した送信先に送信

されます。
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新ホームページ試行 全事研岡山支部（岡山県）の 

ホームページを新しく移行予定です。
岡山支部（岡山県）情報推進部 

会員の皆さまへ 

岡山支部の新生に際して、会員の皆さまのニーズにきめ細かく応

えることを目標に、新ホームページ試行を始めます。ぜひ、アクセスし

てみてください！ 

• 新しいブラウザでも安心のセキュリティーを心がけて！

• デザインや機能は見やすさを重視しました。

• 時と場所を選ばす、スマホやタブレットでもアクセスできる身近さを。

プログラミングの知識がなくても、情報を公開することができる仕様

を取り入れて、手軽で便利で身近なわたしたちのサイトを 会員の皆

さまと一緒に作りたいと思っています。 

コロナ禍で 参集しての研修がなかなか難しい日々が続きますが、

自分のペースで 自由に学べる あなただけのスタイルづくりを応援しま

す。今後の皆さまのコミュニティを広げるお手伝いをさせてください。 

  また、安心して皆さまとサイトや研修会でお目にかかれる日を 

私たち一同、心待ちにしています。 

情報推進部一同 

これまでのホームページの 

トップ画面から、

新しいホームページへの 

ナビゲーションを設置しています。

これまでのページと併せて

ご覧ください。 

NEW アドレス 

 https://zenjiken-

oka.sakura.ne.jp/kenshibu/ 

NEW岡山支部 
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